
















はじめに 

母子保健に取り組むにあたっては,母と子は一貫した一体的のものとしての考え方が基盤

となっている。しかし現実の医学領域では母は産科.,児は小児科と分けられ相互の連絡し

た一貫性は必ずしも良好に保たれていない。国立大蔵病院においては,この現実の体制に無

用の混乱を与えない範囲で産科,小児科,内科その他必要に応じた各科の医師の協力体制を

つくり優良な子孫を産み育くむための母性の確立を目指すと共に現状に対応した新しい母

子保健指標を模索している。 


